
裏面

 

氏　　名 続柄

個人番号

給与所得の内訳

（ ）日給などの給与所得のある方で、源泉徴収票
のない方は記入してください。

月 日　給 勤務日数 月　　収
１ 円 円
２ 円 円
３ 円 円
４ 円 円
５ 円 円
６ 円 円
７ 円 円
８ 円 円
９ 円 円
10 円 円
11 円 円
12 円 円
賞 与 等 円
合 計 円
法 人 番 号 又 は
所 在 地

勤 務 先 名
電 話 番 号 － －

配当所得
の 種 類

支 払 者 の「 名 称 」 及 び
「法人番号又は所在地」等 支払確定年月 収入金額 必要経費

・ 円 円

・ 円 円

・ 円 円

国外株式等に係る外国所得税額 円

所得の種類 支払者の「名称」及び
「法人番号又は所在地」等 収入金額 必要経費 家内特例 青色申告特別控除額

円 円 □ 円

円 円 □ 円

円 円 □ 円

所得の種類 支 払 者 の「 名 称 」 及 び
「法人番号又は所在地」等 収入金額 必要経費 家内特例

円 円 □

円 円 □
円 円 □

生年
月日

明 大 昭 平 令
　 ・ 　 ・ 　

特 別 障 害 に
該当する場合

級
度

別居の場合
の　住　所

フ リ ガ ナ

 寄附金に関する事項

寄附金の区分（寄附先） 寄附金額
都道府県・市区町村分（特例控除対象） 円

新潟県共同募金会・日赤新潟支部分・
都道府県・市区町村分（特例控除対象以外） 円

条 例 指 定 分
都 道 府 県 円

市 区 町 村 円

　前年支払った寄附金について、寄附金の区分（寄附先）ごとにそれぞれ記入してください。
非課税所得など

損益通算の特例適
用前の不動産所得

事 業 用 資 産 の
譲 渡 損 失 な ど

前年中の開廃業 開始 ・ 廃止

所得金額

資産の種類

損失額・被災損失額(白)

月　　　日
□ 他都道府県の事務所等

円

円

円

フ リ ガ ナ

氏 名 住所 国外
居住

□配偶者
□30歳未満又は70歳以上
□留学生　□障害者
□38万円以上の支払

住所 国外
居住

□配偶者
□30歳未満又は70歳以上
□留学生　□障害者
□38万円以上の支払

フ リ ガ ナ

氏 名

氏　　名 個人番号 続　柄 生年月日 従事月数 専従者給与（控除）額

円

円

所得税における青色申告の承認の有無 承認あり・承認なし 合 計 額 円

フ リ ガ ナ

昭 平
　 ・ 　 ・ 　

昭 平
　 ・ 　 ・ 　

区　　分 収入金額 必要経費 差引金額
（収入金額－必要経費） 特別控除額 所得金額

（差引金額－特別控除額）

総合譲渡
短　期 円 円 円 円 Ａ 円

長　期 円 円 円 円 Ｂ 円

一　　時 円 円 円 円 Ｃ 円
右上のＡの金額を表面のコに、Ｂの金額を表面のサに、Ｃの金額を表面のシに記入してください。
右のDの金額を表面の所得金額欄の⑪に記入してください。 Ｄ 合計:A+[(B+C)×½] 円

事業・不動産所得に関する事項

配当所得に関する事項

雑所得（公的年金等以外）に関する事項

総合譲渡・一時所得の所得金額に関する事項

事業専従者に関する事項

別居の扶養親族等に関する事項

事業税に関する事項

所得金額調整控除に関する事項

5 0 , 0 0 0

10 0 , 0 0 0

南魚 一郎

ナンギョイチロウ
長岡市××町
　　特別養護老人ホーム××

記載例（裏面）

P9参照

P9参照

P9参照

「14 寄附金に関する事項」の記入例は
・ふるさと納税（札幌市）50,000円
・新潟県共同募金会　100,000円
にそれぞれ支払った場合

所得区分 収入金額 所得金額 内　　容 必要書類

事
業

営業等 1のア 2の①

例：製造・小売、サービス業などの所得
内職・集金・外交員などの業種で、家内労働者等の必要経費の
特例を受ける場合は、裏面7に必要経費の金額を記入し、家
内特例欄に□✓をつけてください 注2

収支内訳書
(一般用)

農業 1のイ 2の② 例：米・野菜、きのこの栽培、畜産などの所得
家事消費分も収入になります

収支内訳書
(農業用)

不動産 1のウ 2の③
例：貸家・アパート、貸地(農地・宅地)、小作料などの所得
小作料をもらっている人は、不動産所得として申告が必要です
(現物で受け取った場合は現金に換算して申告してください)

収支内訳書
(不動産用)

給　与 1のカ 2の⑥

例：給与・賞与・賃金などの所得
源泉徴収票がない場合は裏面6に詳細を記入してください
所得金額はP5の 給与所得の計算表 参照
※失業手当・出産手当などは非課税所得です

源泉徴収票

雑

公的
年金等

注1
1のキ

2
の
⑦ ⑦～⑨
の所得
金額の
合計額
を2の
⑩

例：国民年金、厚生年金、共済年金などの所得
所得金額はP5の 公的年金等に係る雑所得の計算表 参照
※遺族年金・障害年金などは非課税所得です

源泉徴収票

業務 1のク
2
の
⑧

例：原稿料、講演料、シルバー配分金などの副収入による所得
家内労働者等 注2 に該当する場合は裏面9に必要経費の金額
を記入し、家内特例欄に□✓をつけてください

支払調書
注3

その他 1のケ
2
の
⑨

例：生命保険の個人年金、互助年金などの上記以外のものによ
る所得 支払調書

収入金額・所得金額
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